
KANSAI GAIDAI UNIVERSITY

ハプンスタンス学習の発生プロセス検討とサイクル
モデル構築の試み :
好奇心の明確化からはじめるキャリアデザインの方
法

言語: jpn

出版者: 関西外国語大学・関西外国語大学短期大学部 

公開日: 2023-03-27

キーワード (Ja): ハプンスタンス学習理論,

社会的学習理論, キャリア開発, キャリア教育

キーワード (En): 

作成者: 吉川, 雅也

メールアドレス: 

所属: 関西外国語大学

メタデータ

https://doi.org/10.18956/00008080URL



｜ 269 ｜

関西外国語大学 研究論集 第117号（2023年 3 月）
Journal of Inquiry and Research, No.117 （March 2023）

ハプンスタンス学習の発生プロセス検討とサイクルモデル構築の試み
― 好奇心の明確化からはじめるキャリアデザインの方法 ―

吉　川　 雅　也

要　旨
　ハプンスタンス学習理論とは、キャリア形成では計画は必ずしも必要ではなく、様々なことに
関心を持って行動を起こすことで偶然のチャンスからスキルや知識が身につき、結果的にキャリ
アが広がるとする理論である。目標や計画を重視するキャリア理論が多い中、偶然を重視するユ
ニークさに惹かれるキャリア支援者も多い。しかしそのメカニズムが明確に示されていない点、
偶然性を重視する点などから不確かな印象が拭えず、キャリア支援の現場で適用しづらい面もあ
る。本研究ではハプンスタンス学習のプロセスや円環型のモデルを提示し、支援者がハプンスタ
ンス学習の理論的背景や全体像を把握して、確信をもって支援に活用できるようにすることを意
図している。また大学生のキャリア支援ではハプンスタンス学習をどのように使うことができる
かといった例を示す。

キーワード：�ハプンスタンス学習理論、社会的学習理論、キャリア開発、キャリア教育

１．はじめに

　ハプンスタンス学習は社会的学習理論の研究者である Krumboltz が提唱した理論で１）、キャ

リアにおいて計画は常に必要というわけではなく、好奇心・持続性・柔軟性・楽観性・冒険心

といったスキルを持ち２）、オープンマインドに行動することで偶然の機会（ハプンスタンス）

を呼び込むことができ、その結果としてキャリアが作り上げられると考えるものである３）。

　どちらかといえば将来の目標を持ち、計画的に物事を進めることが前提となることが多い

キャリアの分野においてユニークな存在である。しかし現実のキャリアは全てが計画通りに進

むわけではなく、予想外の方向にキャリアが発展していくこともある。ハプンスタンスの理論

が自分の体験と重なり我が意を得るように感じる人もいるだろう。あるいはキャリアを主体的

に作り上げていくことや自己実現の重要性がより強調される昨今、計画よりも偶然が大事だと

いう言葉に肩の荷が下りるように感じる人がいるかもしれない。ある種の独特の魅力を持つ理

論だが、実践で活用しようとしたときに扱いが難しい理論でもある。

　それはハプンスタンスの理論といえば５つの要素というようにこの理論が正確に理解されて
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いないこともあるが４）、それ以上に実践上の課題となるのが偶然性を重視するがゆえの不確か

さである。キャリアはハプンスタンスによって作られていくというが、ハプンスタンスはどの

ようなときに、どのようにして起きるのだろうか。5 つの要素やオープンマインドで行動する

ことが重要だというが、それだけでよいのか。あえて懐疑的にいえば、ハプンスタンスの理論

を活用して支援を行うこということは、結局のところ単なる運頼みなのではないのだろうか。

　キャリア支援者の心の中にそういった不安がある限り、個人としてハプンスタンスの理論に

魅力を感じていたとしても、それをクライエントに適用することがためらわれる。誠実な支援

者であれば当然のことである。結果として、支援者として魅力的に感じる理論を十分に活用す

ることが難しい状況に陥ってしまうのである。

　そこで本論文では、キャリア支援者がハプンスタンスの理論を納得して扱えるようになるこ

とを目的として、①理論的背景の整理、②ハプンスタンスやハプンスタンス学習が発生するプ

ロセスのモデル化を試みる。ハプンスタンス学習の位置づけや意義を検討する中で、ハプンス

タンスの理論が単に偶然頼みの理論ではなく、キャリアに関する学習経験を促進することが本

質であることにも触れていく。ハプンスタンス学習が正統な学習理論であることが理解できれ

ば、偶然性や計画が不要であることに気を取られず、キャリア支援の実践でも活用することに

ためらいがなくなるだろう。ハプンスタンス学習のモデル化により、キャリア支援者はハプン

スタンス学習の全体像を念頭に置いた戦略的な支援ができるようになるだろう。

2．キャリア理論におけるハプンスタンス学習

　ハプンスタンス学習理論の分析を行う前に、本章ではキャリア理論におけるハプンスタンス

学習理論の位置づけを整理しておく。ここでは Savickas による 3 つの分類５）を用いて検討行う。

2.1.�キャリア理論の系譜

　キャリア理論は50年ごとにパラダイムシフトを起こしており、1900年代のマッチング理論、

1950年代からのキャリア発達理論、2000年代以降のキャリア構築理論の 3 つの分類がある６）。

　マッチング理論は適職診断アセスメントなどを用いて個人の特性を分析し、その特性に合う

仕事に結びつけるものである。「自分に合う仕事は何か？」に対する解をもたらすアプローチで、

現在においても有効な方法である。ただし、あくまで職業を探す時点での個人の適性や能力な

どによる合理的推論に留まり、将来に渡る個人や社会の変化は想定されていない。

　キャリアにおいて中長期的な成長を組み込んだものがキャリア発達理論である。キャリア発

達理論では個人の発達、すなわち成長という視点から仕事や人生を考え、よりよい生き方や働

き方を目指して個人の能力や職業観を養うことを目的とする。キャリア発達理論が持つ「目標
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を持って取り組むこと」、「自らを磨き成長すること」、「社会に適応すること」といった基本的

前提は、いわゆるキャリア教育の理論的土台となっている。

　2000年代以降に普及してきたキャリア構築理論は、ひとりひとりが自らの価値観をベースと

したストーリーを描き、キャリアや人生を描いていくことを目指すものである。マッチング理

論ではアセスメントに基づく合理的推論で適職が示されたが、キャリア構築理論では個人が描

く世界観によって望ましい仕事、生き方や働き方が浮かび上がる。キャリア発達理論では個人

が自らの態度や能力を向上させ、ゴールに向かっていく啓蒙主義的なキャリア観がベースであ

り、それゆえキャリア教育の理論的土台となったが、キャリア構築理論では成長や社会への適

応より、個人が自分のキャリアや生き方に意味づけを行うことがより重視される。

　このようにキャリア理論には、自分に合う職業を探す、よりよい生き方を目指して成長と

社会化を促す、自分の物語を描き自分らしい生き方を模索するという 3 つのパラダイムがある。

これらは相互に矛盾するものではなく、適職、目標設定や社会適応、自分らしさといったそれ

ぞれの観点を総合的に勘案しながらキャリア支援が行われる。

2.2.�キャリアにおける偶然性

　前節ではキャリア理論の 3 分類を整理したが、それぞれの理論においてハプンスタンス、つ

まり偶然の出来事についてはどのように扱われているか、次にハプンスタンス学習理論自体は

どのパラダイムに位置するものかを確認しておきたい。

　最初にマッチング理論だが、この理論は個人の特性と職業に必要とされる要素を結びつける

ものである。例えば、数学や論理性に長けた人物はデータやロジックを扱う仕事が向いている

とされる。したがって、マッチング理論では偶然の要素は想定されていない。

　キャリア発達理論では、個人はそれぞれの発達課題を持ち、能力や態度を向上させていこう

とする。ここに必要なものは計画である。偶然の出来事が発生することを否定はしないが、偶

然性よりも計画性を重視する理論で、まして偶然を積極的に活用しようとする視点は少ない

といわざるをえない。現在、日本のキャリアコンサルティング制度でスタンダードなプロセス

となっているシステマティックアプローチでは、キャリアコンサルタントはクライエントとの

関わりの中で目標を設定し、目標を達成するための計画を立て、行動に移していく７）。実務的

にはハプンスタンス学習を活用することも可能であり、例えば意思決定に向けた情報収集の

中で偶然何か新しい情報を得ることもあるだろう。ただしハプンスタンス学習が想定するよう

な最初の段階から計画より偶然を活用しようとするものではない。キャリア発達理論のパラ

ダイム下では、ハプンスタンス学習の活用も折衷的、限定的になると言わざるを得ない。も

ちろんキャリア発達理論をベースとした支援の手法として、その有効性を否定するものでは 

ない。
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　キャリア構築理論は個人が自らの価値観に基づいて自分のキャリアに意味づけを行ってい

くものである。その中で偶然性が明確に取り扱われているわけではないが、キャリアの物語を

描くなかで、偶然の出来事が大きな意味を持つことはあり得る。その点でキャリア構築理論は、

ハプンスタンスそのものに注視しているわけではないが、ハプンスタンスとも折り合いがよい

理論といえるだろう。そもそも Savickas（2011）はマッチング理論とキャリア発達理論のパラダ

イムの次に現れた理論として自らのキャリア構築理論のほか、Krumboltz のハプンスタンス学

習理論を併記している。したがってハプンスタンス学習理論はキャリア構築理論そのものでは

ないが、ポスト・キャリア発達理論という意味ではキャリア構築理論に近い存在である。

　Krumboltz の研究に戻って考えるならば、本来の社会的学習理論では人は①遺伝的要因、②

環境要因（家庭や教育を受けた場所）、③学習経験、④課題アプローチスキルによってキャリ

アの意思決定を行っていくとしている８）。このうち前者の 2 つ、遺伝的要因や環境要因がキャ

リアを決定するという点ではマッチング理論のような決定論的な性格を持つ。しかし後者 2 つ、

学習経験と課題アプローチスキルは、前者 2 つの影響を受けながらも、後者 2 つの結果によっ

ても影響を受ける、つまり学習経験と課題アプローチスキルによって学習経験と課題アプロー

チスキルがさらに変化していくとされており、ここにはキャリア発達理論的な発想が含まれて

いる。さらにハプンスタンス学習理論では、偶然によってキャリアが作り上げられるというナ

ラティブが存在し、これはキャリア構築理論におけるキャリアの意味付けに近い。Krumboltz

の社会的学習理論からハプンスタンス学習理論に至る変遷の中で、キャリア理論の 3 つのパラ

ダイムが順に影響を与えているといえるだろう。

　以上のように従来のキャリア理論では、ハプンスタンスそのものは想定されていないか、限

定的に活用されている程度であった。キャリア構築理論などポスト・キャリア発達理論の中に

はハプンスタンスと親和性の高い理論も現れている。ハプンスタンス学習理論が活用されやす

い、理解されやすい土壌が整いつつあるともいえるだろう。

2.3.�ハプンスタンス学習の意義

　ここまでキャリア理論とハプンスタンスやハプンスタンス学習の関係を整理してきたが、こ

こでは改めてハプンスタンス学習の具体的な内容、その意義について確認しておこう。

　ハプンスタンス学習理論とは、偶然の学習によってキャリアの選択肢を広げようとするもの

である。偶然の出来事は偶然起こるからこそ偶然なのだが、これを意図して起こすことができ

るとする点にこの理論の妙味がある。その偶然を起こすためのスキルが好奇心・持続性・柔軟

性・楽観性・冒険心などである。平たくいえば、何事にも関心を持って積極的に行動を起こし

ていくということである。行動量を増やすことによって様々な刺激を受ける頻度が向上し、そ

の中で偶然の出来事、新しいテーマや人物との出会いが起こり、偶然の出来事それ自体、また
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偶然から展開していく次の経験によって学習が進んでいく。このあたりのプロセスについては

次章で細かく見ていくとして、本節では大枠を確認しておくにとどめる。

　なお、ここでいう学習は社会的学習、すなわち道具的学習経験（Instrumental Learning 

Experiences）と連合的学習経験（Associative Learning Experiences）を意味する。

　道具的学習経験は先行子、行動、結果の 3 つの要素から構成されるプロセスで、人が持つ遺

伝的要因や個人の特徴的な能力、環境要因などが先行子にあたる。こうした先行条件を前提と

して人は行動を起こす。行動に対する周囲の反応の如何によって人の行動そのものや行動量に

変化が生じることが結果となる。例えば、先行子として海外や語学に興味・適性のあった学生

が英語の試験勉強に熱心に取り組むという行動を起こす。勉強時間をかけたことによって良い

成績を取り、担当教員から褒められたり、周りの学生から評価を受けたりすることになるだろ

う。その結果として、その学生はこれまで以上に英語の学習に力を入れるようになる。この経

験は本人のキャリア形成に影響を与えるだろう。こうしたことが道具的学習経験である９）。

　Instrumental には有益なもの、役に立つといった意味合いがある。道具的学習経験はキャリ

ア形成につながる有益な経験だと理解するとよいだろう。成功体験、自信を持った経験といっ

た言い方もできるだろう。逆に失敗したり怒られたりして自信や意欲を無くして何かを辞めて

しまうといったこと、いわゆる失敗体験もネガティブな意味での道具的学習経験である。

　連合的学習経験とは、これまで何とも思っていなかったことが、何らかの出来事により良い

印象、または悪い印象と結びつく経験をいう。連合的学習経験には 2 つのパターンがある。ひ

とつは古典的（レスポンデント）条件づけで、道に迷ったときに警察官に助けてもらい、それ

までは何とも思っていなかった、あるいは怖い印象を持っていた警察官に憧れを持つようにな

るといったことである。もうひとつは観察学習で、直接関わるわけではない状態で教師の働き

ぶりを見て、その仕事に興味を持つようなことである。生徒・学生がキャリア教育の授業で外

交官から仕事内容を聞いたり、夏休みの自由課題で研究者の伝記を読んだりする中でこれらに

関心を持つといったことも観察学習の一種である10）。

　このように連合的学習経験は様々なことに興味を広げること、新しい関心事を発見すること

である。結果としてキャリアの選択肢が増える、キャリアの可能性が広がる効果がある。

　Krumboltz（1979）ではハプンスタンスという言葉はないものの、道具的学習経験や連合的学

習経験の説明や例示の中にハプンスタンス学習の萌芽が見られる。例えば、近所に新しくでき

た図書館でヘレンケラーの伝記を読み、医療職に興味を持ったという連合的学習経験の例はハ

プンスタンス学習そのものである。家族の怪我を手当した経験が医療職への思いを強めたとい

う道具的学習経験の例もまた、学習経験によって方向性を見出していくという点でハプンスタ

ンス学習の一部といって差し支えない11）。

　このようにハプンスタンス学習とは、社会的学習理論を土台として発展してきた理論であり、
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決して Krumboltz が真空から作り上げた理論ではない。クライエントがキャリアの可能性を

広げるための学習を促すことがハプンスタンス学習理論の本質であり、偶然性や計画が不要で

あるという概念は行動を促すための認知的介入の一種である。

　また、ハプンスタンス学習や社会的学習によって学習されるものは多岐に渡る。語学やプロ

グラミング、簿記の仕訳や会計の知識といった実務的な知識や技能だけでなく、キャリアの意

思決定をどのように行うかといった課題アプローチスキルも学習の対象である。例えば就職活

動を行う前の大学 2 年生が、たまたま履修した授業で今まで知らなかった業界の話を聞いて関

心を持つようになり、その業界の専門知識を身につけようと資格を調べたり実際に資格の勉強

を始めたりすることもハプンスタンス学習である。「興味がない業界の話も以外と面白いもの

だ」と考え、これまで聞き流していたニュースに耳に傾けるようになったとすれば、情報収集

のアプローチに変化が起きたという点でハプンスタンス学習の結果である。

　このようにハプンスタンス学習に限らず、社会的学習理論における学習とは何らかの体験に

よって行動が変化することである。その意味において学習の範囲は非常に幅広く、全ての経験

や体験が全て学習といえる可能性がある。ただし何らかの経験や体験をしても、そのことから

何も学ばなかった、すぐに忘れて行動に影響がなかったものは学習とはいえない。

3．ハプンスタンス学習のプロセスを読み解く

　本章ではハプンスタンス学習のプロセスを分析していこう。まずはハプンスタンスとハプン

スタンス学習の区別から確認しておこう。

　キャリアに関して試行錯誤をする中で、偶然面白いテーマに出会ったり、自分が求めていた

ようなロールモデルに出会ったりすることがある。「これこそハプンスタンスだ」と高揚する

かもしれない。だが、ハプンスタンスはそこで終わりではない。ハプンスタンスの理論はハプ

ンスタンスが発生することだけではなく、ハプンスタンスを起点として学習が深まることを含

む。ハプンスタンスそのものに注目しすぎると、ハプンスタンス学習の全体像が見えづらくなる。

　本章ではクランボルツの著作を紐解きながら、ハプンスタンスやハプンスタンス学習が発生

するプロセス全体の解像度を上げていくこととしよう。

3.1.�ハプンスタンス学習の基本的なプロセス

　Krumboltz の著作ではハプンスタンスやハプンスタンス学習のプロセスが明確に示された箇

所はないが、Krumboltz が想定しているハプンスタンスの発生プロセスを推測できる箇所があ

る。それが以下に示した「計画していない出来事を管理する 3 ステップ」12）である。
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（1） 計画外の出来事が起きる前に、それを経験するような行動を取る。

（2） 計画外の出来事が起きている間、潜在的なチャンスに気付くために注意を保つ。

（3） 計画外のイベントが起きたあと、そこから利益を得られるような行動を起こす。

　計画外の出来事（ハプンスタンス）が起きる前のステップが（1）である。このあとのステッ

プ（2）はハプンスタンスが起きた直後であり、ハプンスタンスが起き続けている段階となる。

そしてステップ（3）と続く。つまり、（1）と（2）の間にハプンスタンスが発生している。

さらに、「プランドハプンスタンスのキャリアカウンセリングへの適用」13）によると、（1）の前

段階としてクライエントが自らの好奇心を明確にするフェーズが想定されている。

　以上を踏まえ、前述の 3 ステップをベースとして、（1）と（2）の間に位置するハプンスタン

スの発生を、（1）の前に行われる好奇心の明確化をフェーズとして追加したものが次の図であ 

る。

フェーズ 1 . 好奇心を明確にする

フェーズ 2 . 好奇心から行動する　※前項の（1）

フェーズ 3 . ハプンスタンスの発生

フェーズ 4 . ハプンスタンスからチャンスを引き出す ※前項の（2）

フェーズ 5 . 行動や学習を継続する　※前項の（3）

　ここで具体例を確認しておく。イギリスからアメリカに転居し、仕事を探しているビクトリ

アという女性のケースである。Krumboltz の著作で何度か紹介されているもので、前述の３ス

テップの例としても用いられている14）。

　 　私はイギリスからアメリカに引っ越してきて、仕事を探していました。私は時間を持て余

していたので、ひまつぶしと健康維持のためにスポーツクラブ（1. 好奇心を明確にする）に

入会することにしました（2. 好奇心から行動する）。

　 　ある日、スポーツクラブのジャグジーで、ある女性と仲良くなりました。彼女はちょうど

銀行での仕事を手に入れたところでした（3. ハプンスタンスの発生）。彼女が言うには、そ

の銀行ではさらにスタッフを雇う必要があって、未経験者であってもトレーニングを用意し

てくれるということでした。私は、銀行業界での仕事の経験は全くなかったのですが、彼女

に教えてもらった採用担当者に連絡（4. ハプンスタンスからチャンスを引き出す）し、そし

て仮採用で雇われることになりました。

　 　 3 か月で私は正社員に昇進しました。私は、その銀行に二年半勤め、その間に会計のスキ
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ルを学びました（5. 行動や学習を継続する）。今度はその会計スキルを活かして、IT 関連の

企業に転職することになりました。ベンチャー企業でオンラインの会計の仕事をし、そこで

私は HTML を学び、今は HTML の専門家として働いています。

  出典：花田・大木・宮地訳（2005）, p.188-189. 下線付き括弧部分は筆者追記

　ケースの女性（以下、A）は求職中に健康維持を兼ねてスポーツクラブに入会した。読書

や絵画教室などではなくスポーツクラブを選択したことは A の好奇心によるものである。こ

こは好奇心を明確にするフェーズ 1 が意識的に行われたわけではなく、事前に A が自分の興

味・関心を認識しており、そのまま好奇心から行動するフェーズ 2 に進行した形である。キャ

リアカウンセリングなどでクライエントが自らの好奇心に自覚的ではない場合にはフェー

ズ 1 が意図的な介入として行われ、次に行動計画を立てるフェーズ 2 に進むことになるだ 

ろう。

　さて、入会したスポーツクラブで A はとある女性（以下、B）と知り合い、B が銀行に勤め

ていることを知る。トレーニングの方法や天気などの当たり障りのない話題ではなく、仕事に

関する話題が出てきたこと、ここがフェーズ 3 のハプンスタンスの発生である。

　ハプンスタンスの発生中、A は注意深く機会を伺い、B が勤める銀行が引き続き人員を募集

していること、未経験者でも応募可能であることを知る。そして採用担当者の名前を聞き出し

て実際に応募する。ハプンスタンスからチャンスを引き出すフェーズ 4 である。

　A は銀行に仮採用され、やがて正社員に昇進する。銀行では会計スキルを学び、それを足が

かりとして IT 企業に転職する。そこで会計関連の仕事をする傍ら IT スキルを身につけ、次

は IT の専門家として働くようになる。会計や IT といった未経験の分野で学習を継続し、転

職という行動を複数回繰り返していることから、ここが行動と学習を継続するフェーズ 5 と考

えられる。フェーズ 5 は比較的期間が長いことが特徴である。

　上記のケースから、ハプンスタンス学習は短期間で起きて一気にキャリアが変化するもので

はなく、中長期的なプロセスを通して発展していくものであることがわかる。偶然の出来事が

起こること、例でいえば求職中に知り合った人から仕事の話題が出ることは単なるハプンスタ

ンスであって、「私も仕事を探していたのですよ！」とシンクロニシティを感じているだけで

はハプンスタンス学習ではない。仕事の話題が出たときに踏み込んで採用に関する情報や応募

方法まで確認したようにハプンスタンスからチャンスを引き出し、さらに会計や IT などの学習、

時期を見計らっての転職といった行動を継続することによってハプンスタンス学習が成立する。

　ハプンスタンスの理論では計画が不要であることが注目されがちだが、実際には数ヶ月から

年単位の学習経験を繰り返しながらキャリアの選択肢を広げていくことが想定されており、計

画的かどうかはさておき、中長期的な射程を有する理論だといえる。ハプンスタンス学習をキャ
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リア支援で活用するとき、クライエントは計画をしている意識がなくとも、キャリア支援者は

中長期的な視野を持っておくべきである。この点において、ハプンスタンス学習を用いた支援

にはある種の計画性や展望、キャリアが進展する時期を辛抱強く待つ姿勢が必要である。

3.2.�ハプンスタンス学習における好奇心の重要性

　前節でハプンスタンス発生の基本プロセスをまとめたが、実際のところ、本当にこのよ

うにうまくいくのだろうかという疑念は残るだろう。好奇心を明確にして行動するフェー

ズ 1 と 2 は、クライエントの興味のあることを行動に移すもので、行動のハードルは比較的低

い。ハプンスタンスの発生（フェーズ 3 ）も一定確率で起きるとして、問題はその先である。

　フェーズ 4 ではハプンスタンスが持つ潜在的なチャンスに気付くために注意を保つことが求

められる。しかし、これは注意してできることだろうか。フェーズ 5 ではハプンスタンスから

チャンスを掴んだあと、キャリアにつながるような行動と学習を継続することになるが、何が

自分のキャリアにつながるか、確信を持って行動ができるものだろうか。フェーズ 3 でハプン

スタンスが発生した以降のプロセスが曖昧に感じられ、このあたりの違和感がハプンスタンス

学習を扱いづらくしている。しかし、これを読み解くヒントがある。それは好奇心である。

　前述の事例で検証していこう。ケースの女性 A はフェーズ 4 で知り合った B から人員を

募集している銀行の情報を知り、チャンスだと認識して人事担当者の連絡先を聞き出して応

募するという行動を起こした。ここが潜在的なチャンスに気付くこと、ハプンスタンスから

チャンスを引き出すことに相当する。A は B との会話がハプンスタンスであることに気付

き、銀行の話が出てくるまでの間、チャンスに気付くために注意を保つことを心がけたのだろ 

うか。

　もちろんこれはハプンスタンス学習の説明例であって、A がハプンスタンス学習という理論

を知っていたわけではない。実際にはハプンスタンス学習を理解したうえで、ハプンスタンス

学習を活用するためにはそのようにすべきだということだ。しかしそうなるとハプンスタンス

学習を起こそうとする場合、四六時中ハプンスタンスの発生を警戒して過ごすことになる。し

かも自分が好きなことを楽しみながらである。ハプンスタンスに気を取られた状態で自分の好

きなことを楽しみ、出会いを楽しみ、会話を楽しむようなことができるだろうか。

　確かに、ハプンスタンス学習のプロセスを後から分析すれば、ハプンスタンスが起きたとき

に注意深く状況を観察していると機会を発見できるという記述になる。しかし実際には、ハプ

ンスタンスが起きたときに注意を保っていたというより、それ以前からチャンスに対してオー

プンに行動できる状態が続いていたからチャンスに対応できたとみるほうが自然だろう。つま

り、好きなことに取り組んでいるからこそ、自分をオープンマインドな状態を保つことができ、

結果として様々なチャンスに反応しやすくなっているのだという理解である。
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　A のケースでいえば、スポーツクラブという自分にとって楽しめる場にいたからこそ、知り

合った女性 B にも積極的に質問ができ、採用のことを踏み込んで聞くことができたということ

である。もしスポーツクラブではなく、興味が全く無い分野の職業訓練校に通っているような

状態だったとしたらどうだろうか。そこで知り合った人に対して、プライベートにも関連する

ような仕事のことで踏み込んで質問するような精神状況ではなかったかもしれない。気持ちが

前向きでなければ、仕事の話というハプンスタンスが発生しても踏み込めない。そもそも訓練

校では休み時間は一人で過ごし、講義が終われば早々に帰宅するなど、知り合いを作ろうとし

なかったかもしれない。

　フェーズ 5 についても同様の視点から解釈が可能である。自分のキャリアにつながるよう

な行動を起こそうとしたのではなく、目の前にある仕事に興味を持って取り組むことによって、

結果として将来のキャリアにつながったという見方である。A の例でいえば会計や IT がそれ

にあたる。ひょっとすると会計や IT 以外の分野にも少し関わっていたかもしれないが、A は

他の分野ではなく会計や IT を選択した。それは未経験ながら一定程度の職業的な興味を感じ

ていたからに他ならない。興味を持てない仕事を義務感でこなしていても、将来につながるほ

どに打ち込めなかったかもしれないし、それを使って転職しようとも思わないだろう。

　このようにフェーズ 4 と 5 については、5 つの要因のひとつである好奇心を中心に考えると

理解しやすい。好きなことをしていて気分が良いから何事にも積極的になれる、結果としてハ

プンスタンスからチャンスを引き出せる、そして面白さを感じている仕事だからこそキャリア

につながるレベルになるまで努力できるということである。ここまでくると、本節冒頭では違

和感が多かったフェーズ 3 から 5 にかけてのプロセスが自然なものに感じられるだろう。

　ハプンスタンス学習の数々の事例においても、以前から行きたかった場所に旅行したところ

仕事のチャンスに出会う、ある人物に援助することを通して今後の方向性を見出す、条件が

良くない仕事でも熱心に取り組む中で次のポストにつながるなどといった事例が掲載されてい

る15）。いずれもハプンスタンス発生の瞬間より前から、興味や関心に基づいて旅行や社会貢献、

仕事、スポーツなどの活動に前向きになっている状態である。そこを起点として興味を感じる

方向に学習や行動を積み重ねた結果、思いも寄らぬ形で充実したキャリアを実現できている。

　また、フェーズ 1 や 2 についても好奇心が中心的な概念であることを考えると、ハプンスタ

ンス学習プロセスそのものが好奇心を軸として展開しているものだといえるだろう。

　

3.3.�ファイブ・スキルズ（５つのスキル）

　前項ではハプンスタンス学習を理解するうえで好奇心が重要な概念であることに言及したが、

次に好奇心を含む 5 つの要因について整理してみたい。

　しばしば 5 つの要素、条件といった言い方がなされることが多く、本論文でもここまで 5 つ
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の要因としてきたが、原文では明確に“five skills”、つまり 5 つのスキルと定義されている。

具体的には、Curiosity（好奇心）、Persistence（持続性）、Flexibility（柔軟性）、Optimism（楽

観性）、Risk Taking（冒険心）である16）。 

　言葉の印象からは、これらは個人が持つ性質、特性のような印象を受けるのではないだろう

か。好奇心や楽観性がスキル、すなわち技術だと言われると違和感がある。それよりも生まれ

持っての特性や元々の性格と言われたほうが自然のように思える。

　しかしハプンスタンス学習をキャリアにおける社会的学習理論の修正版とする Krumboltz

の位置づけを思い出したい17）。社会的学習理論の文脈上でスキルと位置づけられているのであ

れば、これは生来の性格や資質ではなく、学習によって習得が可能であり、かつ強化も可能な

スキルと理解すべきである。つまり 5 つのスキルをあらかじめ持っている人だけがハプンスタ

ンス学習を起こせるのではなく、ハプンスタンス学習という学習経験の結果として起こる比較

的永続的な行動の変容、つまり後天的に獲得されるスキルなのである。

　例えば、「好奇心を持って様々なことに関心を持つことが大事だ、行動を起こそう」と言っ

ても、「仕事が忙しい」、「そこまで面白くなさそう」、「他に大事なことがある」などと行動し

ない人もいるだろう。「何事もなんとかなると思って行動しよう」といっても慎重な人はむし

ろ反発するだろう。ここで利用できる概念が「計画は不要」、「キャリアの 8 割が偶然」、「オー

プンマインド」といった言葉である。これらの言葉を聞いて行動してみる気になる人も一定割

合で出てくるだろう。結果として何らかのハプンスタンスが起き、行動して良かったという感

覚、何らかのハプンスタンス学習につながれば、好奇心や冒険心といったスキルが強化される。

そこで再度、「どんなことでも好奇心を持って取り組むとよい」、「結果を気にせず取り組もう」

と言えば行動につながりやすい。「計画は不要」、「キャリアの 8 割が偶然」、「オープンマインド」

といった言葉は行動を促す認知的介入であり、5 つのスキルが十分ではない段階でハプンスタ

ンス学習を暴露ないし強制するための脱感作の役割を果たすものだと考えられる。

　以上から、5 つのスキルはハプンスタンスが起きるための最初の条件や出発点ではなく、ハ

プンスタンス学習の結果として習得されるスキルであることが理解できるだろう。同時に“five 

skills”は要素や条件ではなく、まさにスキルと訳すことが正しいことも腑に落ちるはずだ。以

降ではこの点を強調する意味で 5 つのスキルをファイブ・スキルズと記すこととする。

　なお、ファイブ・スキルズは最初の条件や出発点ではないと述べたが、学習の結果としてファ

イブ・スキルズが向上すれば、結果として次のハプンスタンス学習の起点にはなる。学習は繰

り返し発生して行動を変容させ、結果として次の学習に影響を与えるものであるがゆえに、ハ

プンスタンス学習のプロセスでは各所にこうした円環構造がみられる。
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3.4.�ハプンスタンス学習の円環構造

　前節ではハプンスタンス学習とファイブ・スキルズが円環的な関係であることを示した。こ

こではハプンスタンス学習のプロセス全体をモデル化し、ハプンスタンス学習全体の円環構造

を説明していこう。

　ハプンスタンス学習の起点は自らの好奇心に基づいて行動することである。それによって一

定確率でハプンスタンスが発生し、興味がありオープンマインドであるがゆえにハプンスタン

スの中にあるチャンスを掴むことができる。さらに自らの好奇心に即して学習や行動を続けて

いく中でもハプンスタンスは発生し、同様にチャンスを見つけていくことができる。こうした

循環の結果としてキャリアの選択肢が増えていき、ファイブ・スキルズも強化される。さらに

ハプンスタンスを発生させやすい行動が形成されていくのである。こうしたプロセスを包括的

に表現したものが図 1 である。

　図を元に細部を確認しておこう。好奇心は最初の行動の起点であり、結果が分からなくて

も行動を起こす冒険心、うまくいかなくても努力を続ける持続性、チャンスを見つけたときに

やればできると考えて踏み込んでいく楽観性など、他のファイブ・スキルズの大前提でもある。

柔軟性は自分の態度や周囲の環境を変えることだが、真意は持続性と対になるスキルで、取り

組んでいることを辞める決断ができるということである。持続性と柔軟性の違いは好奇心があ

るかどうかだと考えるとよい。好奇心がある限りはうまくいかなくても続けることがハプンス

タンスの発生やチャンスを掴むことにつながる。好奇心を失うとハプンスタンスが起きてもチャ

ンスを掴むような瞬発力を発揮することが難しい。つまり好奇心がなくなれば柔軟性を発揮し

て現在の取り組みをやめて、他の好奇心に移るほうがプラスになる。そのように学習や行動を

継続する中で、またいくつかのハプンスタンスが発生していく。これらのプロセスの結果として、

キャリアの選択肢が増えたり、人生の質が向上したりするとともにファイブ・スキルズも強化

される。

　このように、ハプンスタンスが学習につながり、その学習が次のハプンスタンス発生の土台

となっていく。こうした機会と学習の連鎖によってキャリアの可能性が広がり、思いも寄らな

い方向にもキャリアが展開されていく。ハプンスタンス学習とはそのような円環構造を持つプ

ロセスである。ハプンスタンス学習は人生の中でまれに発生して変化をもたらすスパイス程度

のものではない。人が様々な行動を通して、経験を積み重ね、変化していくこと、その変化に

よって新たな行動を起こしていくこと、これはハプンスタンス学習の説明でもあるが、同時に

人生＝キャリアの説明に等しい。ハプンスタンス学習とは人生そのものである。
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図１　ハプンスタンス学習サイクルモデル

　

3.5.�小括：ハプンスタンス学習の全体を理解する

　本章ではハプンスタンス学習の基本的なプロセスから出発し、ファイブ・スキルズの役割、

とりわけ好奇心の重要性に着目しながら、ハプンスタンスが繰り返し発生していく円環構造の

モデルを提示した。改めて強調したいハプンスタンス学習の特徴は次の通りである。

　

　◦　  ハプンスタンス学習とは単に偶然が起きることだけではなく、その結果として学習につ

ながることを含めたものである。

　◦　  ファイブ・スキルズはハプンスタンス学習の結果として強化されるスキルである。

　◦　  ファイブ・スキルズの中でも好奇心が最も重要なスキルで、全ての土台となる。

　◦　  ハプンスタンスでは計画は不要と言われるが、実際には中長期的に学習が繰り返される

プロセスである。

　◦　  ハプンスタンス学習はキャリアの中で時々発生するイベントではなく、人生における

キャリア形成そのものともいえる円環的なプロセスを持つ。

　

　ハプンスタンス学習は偶然性が注目されるがゆえに不確かな理論のように捉えられ、キャリ

ア支援の現場で扱うことが躊躇われる場合がある。しかしハプンスタンス学習の全体が理解で

きれば、これは不確かなものでも異端の理論でもなく、キャリア形成における王道ともいえる

関わり方を示しているだけだということがわかる。ハプンスタンス学習をキャリア支援に活用

することは、人のキャリアを支援する者として、ごく自然な関わり方なのである。

キャリアの可能性や選択肢が広がる
ファイブ・スキルズが強化される

好奇心

行動を起こすハプンスタンス
の発生 行動と学習

楽観性

冒険心柔軟性

持続性
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　最後にもう一度、整理しておこう。好きなことを楽しんでいる人は何事にも積極的になり、

新しい出会いや発見が生まれやすい。好きなことであれば苦労と思わずに続けることができ、

それは自分のキャリアにつながるスキルになることもある。このように考えれば、ハプンスタ

ンス学習をキャリア支援の現場で活用する際の抵抗も薄れるのではないだろうか。

　もちろんハプンスタンスやハプンスタンス学習は一定確率で起きるものであり、すぐにサイ

クルに入っていくとも限らない。だからこそ楽観性と冒険心をもって試行回数を積み重ねて

いくことが必要となる。その意味では、四年制大学の１～２年生や、在職しながら数年後の

キャリアチェンジを考えている社会人など、一定程度の時間的余裕があることが望ましいとい

える。そうではなく緊急的に仕事を得る必要があるような場合、中長期的な視点でハプンス

タンス学習のプロセスを進めながらも、現実的には短期的な形での就職支援が必要になるだ 

ろう。

　

４．ハプンスタンス学習理論を用いた大学生のキャリア支援方法

　本章ではハプンスタンス学習を用いて大学生のキャリア支援を行う場合の基本的な考え方や

留意事項に触れていく。最初に大学生を低年次生と就職活動年次生に分けて解説し、最後に

キャリア教育科目の中で実施したハプンスタンス学習を用いた支援例を紹介する。

　

4.1.�大学１～２年生（低年次生）へのハプンスタンス学習を用いた支援

　大学 1 ～ 2 年次の学生は就職活動まで時間的余裕があると考え、一般に社会や職業への関心

が十分ではないことが多く、それよりも大学生活そのものが関心事となる。これを踏まえ、低

年次生への支援では個人の趣味を含めて幅広い分野で興味・関心を言語化し、行動を促してハ

プンスタンスを引き起こすこと、またそれを通して将来の選択肢を広げることが基本戦略とな

る。個別面談であれば大学で学びたいこと、興味のある科目や分野などを話し合ったり、クラ

ブやサークルへの加入について触れたりすることも好奇心を明確にしていくうえで有効だろう。

夏休みや春休みといった長期休みの過ごし方なども話題となり得る。

　大学生活が始まったばかりの学生であるため、ハプンスタンスの発生だけでなくハプンスタ

ンス学習自体も学生生活の中で起きる可能性が高い。例えば、ダンスが好き（好奇心の明確化）

でサークルに入った 1 年生が、入会時期が早かったため同学年のまとめ役に指名され（ハプン

スタンス）、多数のメンバーとコミュニケーションを取ることに面白さを感じ、リーダーシッ

プについて学び始める（ハプンスタンス学習）といったことである。すぐに就職に結びつくわ

けではないが、自分の能力を向上させ、将来の選択肢を広げる学習経験となる。

　なお、ハプンスタンスとは何らかの形で人と関わるなかで発生する。一人でインターネッ
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トの動画視聴や読書のような人との関わりがない趣味はそれだけではハプンスタンスが起こ

りづらい。その場合、動画の感想を SNS で共有したり、読書会に参加したりすることで他

者からの反応が得られ、ハプンスタンスにつながる可能性がある。趣味を扱う場合は個人で

完結させず、何らかの形で外に発信するか、同好の仲間に会いに行くといったことが必要に 

なる。

　

4.2.�大学３～４年生（就職活動年次生）へのハプンスタンス学習を用いた支援

　就職活動を控えた時期の学生に支援を行う場合、インターンシップや実際の就職活動その

ものを通してハプンスタンスを作り出すことを想定していく。ただし時間的な制約があるため、

その後の社会人生活を含め、数年後を見越してのハプンスタンス学習を意図する必要がある。

場合によってはハプンスタンス学習ではなく、システマティックアプローチのような限られた

時間で一定の成果を上げるための方法論が適合している場合もある18）。

　 3 年生で将来の方向性が明確ではない学生の場合、希望が曖昧だからと行動を控えるのでは

なく、少しでも関心を持った業界や企業へのインターンシップや説明会などに応募していくこ

とを勧めるのもひとつである。全ての業界や企業に興味を持てるわけではないにしても、行動

を増やせば気になる業界や企業に出会う可能性も高くなる。その業界や企業に求められる資質

を研究し、就職活動の中で課題意識をもって自らを磨いていくということもあるだろう。それ

が入社後の継続的な学習、つまりハプンスタンス学習につながるかもしれない。

　 4 年生の夏以降で就職活動の進捗が思わしくない学生の場合、いつもは電車で移動する一

駅分を歩いてみて、目についた企業の看板をインターネットで検索してみるという方法もある。

キャリアセンターの掲示板やポータルサイトで見つけた学内説明会に、あえて企業名を見ずに

参加してみることもひとつである。この時期に内定が出ていない学生は業界を見る視野が十分

ではないことが少なくない。そうしたときに新しい方向性を見出すためにハプンスタンス学習

の考え方が活用できる場合がある。ただし、新しいものに触れるといった形の学習経験が主と

なり、継続的なハプンスタンス学習となるには時間が不足するかもしれない。

　

4.3.�キャリア教育科目におけるハプンスタンス学習のグループ・インタビュー・ワーク

　本節では、2020年度以降に X 大学のキャリア教育科目の中で実施されているハプンスタン

ス学習を用いた支援方法について説明する。このワークはハプンスタンス学習の発生プロセス

のフェーズ 1 、好奇心を明確にするステップを主眼に置いて設計されたもので、グループでは

次のテーマについて順に発表を行っていく。
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表１　好奇心を明確化するインタビュー項目

　授業のワーク実施後に、好奇心からの行動を促すことを意図して、具体的に何らかの行動を

起こし、その結果を報告するというレポート課題を出す。好奇心から行動を起こし、結果とし

てハプンスタンスが起こったいくつかの例を表 2 に示す。なお、表 2 の事例は2020年10月に X

大学のキャリア教育科目の授業で実施されたワークから抽出したものある。本調査は関西外国

語大学研究審査委員会の倫理審査の承認（承認番号2020-5）を得て実施したもので、個人情報

を切り離してデータ収集のうえ、本論文では個人情報への配慮から多少の改変を加えた。

　

表２　好奇心に基づいた行動の結果

５．本研究の意義と今後の課題

　本研究では Krumboltz の研究を紐解きながらハプンスタンス学習をプロセスとして、次に

サイクルモデルとして表現した。大学生の支援に関していくつかの例示を行ったが、実際の方

策は最終的には支援者に委ねられる。本研究の目的はハプンスタンス学習の理論的な位置づけ

を示すこと、またこれらのプロセスを提示することで、支援者がハプンスタンス学習に基づい

た介入を行うことに一定の納得感を持ってもらうこと、言い換えれば、不確かなことをしてい

るのではないかという不安な感覚を低減してもらうことであった。本研究に示した様々な観点

からの分析と実際の支援での気づきを行き来しながら、ハプンスタンス学習を実践で活用でき

るツールのひとつとして確立してもらうことができれば幸いである。

No テーマ スコープ カテゴリ

1 好きな学び 過去～現在 ワークキャリア（学び・職業）

2 好きな遊び 過去～現在 ライフキャリア（人生全体）

3 興味のある業界/仕事/職種/資格 現在～将来 ワークキャリア（学び・職業）

4 一生のうちにやってみたいこと 現在～将来 ライフキャリア（人生全体）

好奇心 行動 結果

アニメを見ること
英語の学習

アメリカの子ども向けアニメを
字幕なしで見た。

わからない単語を調べながら楽しんで視聴で
き、自分に合う学習方法だと思った。

尽くすこと
秘書的な仕事

自分が希望する職種を知り合
いに話した。

秘書の仕事をしている人を紹介してもらえる
ことになった。

世界遺産検定
地方創生

世界遺産検定のテキストを書
店で探した。

書店の本棚で地元県のご当地検定を知り、自
分の中で地方創生と結びついた。
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　今後の課題は 2 点ある。ひとつめは、本研究で提示したモデルに基づいた実際のケース分析

や事例検討である。本研究ではモデル提示をメインとしたため、事例に関しては Krumboltz

の著作内のケースか、サイクルモデル初期の限定的な事例紹介に留まった。今後はサイクルモ

デルの全体に及ぶような支援事例についても報告を行いたい。

　ふたつめはハプンスタンス学習を用いた支援のプロセスである。もちろん基本的にはハプン

スタンス学習のプロセス、あるいはハプンスタンス学習サイクルプロセスを念頭に置きながら、

支援者それぞれがクライエントに合わせて対応を検討し、実施していくことになるだろう。し

かし、ハプンスタンス学習をベースにした支援スタイルでは、キャリアコンサルティングで一

般的に用いられているシステマティックアプローチ19）のようにプロセスごとにマネジメントし

ていく方法が使いづらいことも事実である。

　システマティックアプローチでは問題把握、目標設定、方策の実行支援といったプロセスを

経る。一方でハプンスタンス学習では明確に何かの問題把握を行うものではなく、興味や関心

に基づいて行動していくことを促すのみである。むしろ問題や原因といった要因に注目するこ

とが、好奇心に基づいて行動していく意欲を削いでしまい、ハプンスタンスの発生に必要なオー

プンマインドな姿勢を損なうリスクもある20）。

　この点において、ハプンスタンス学習を用いる場合の支援プロセスの実際と、現時点におい

てキャリアコンサルティングで標準的と考えられているシステマティックアプローチのプロセ

スとの齟齬に支援者が悩む可能性は残る。本研究では両者の支援プロセスが重なり合わないこ

とをいったん脇に置き、まずはハプンスタンス学習の発生プロセス自体への理解を深めること

で、支援者がクライエントや状況を判断しながら支援を遂行できるようになることを目的とし

ていた。今後の課題のひとつとして、統合的な支援プロセスの検討も視野に入るだろう。

　なお、より大きな視点に立てば、これはハプンスタンス学習理論だけの問題ではない。キャ

リアの分野でいえばキャリア構成インタビュー21）、セラピー全般に広げるなら解決志向ブリー

フセラピー22）など、明確な計画設定は行わない支援手法や理論は他にも存在する。問題把握

や目標設定よりもクライエントが自ら動くような方向に動機づけを行うことにフォーカスする

もので、こうした比較的新しい理論を従来の枠組みで利用しようとしたときに共通して生じる

課題である。時代に合わせてキャリア支援の理論や手法も変化する中で、次世代のキャリア支

援を考えるうえでも非常に重要な論点である。今後、ハプンスタンス学習のプロセスを検討す

ることを通して、このテーマに関する研究を進めていきたいと考えている。
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 9 ）Sharf, R. S.（2013）, p.356, Krumboltz（1999）, p.22-25, 木村・下村（2022）, p.89-90など。

10）Sharf, R. S.（2013）, p.357, Krumboltz（1999）, p.22-25, 木村・下村（2022）, p.89-90など。

11）Krumboltz（1979）, p.35.

12）Krumboltz（2009）, p144-145.

13）Mitchell, Levin & Krumboltz（1999）, p.121 のStep2を参照。

14）Krumboltz & Levin （2004）, 邦訳p.188-189、Krumboltz（2009）, p.145.

15）Krumboltz & Levin（2004）, 翻訳 p.5-6, p.8-9, p.19-20 などの事例を参照。

16）Krumboltz（1999）, p.118. 日本語訳は渡部（2019）, p.32を使用。

17）Krumboltz（1999）, p77.

18）木村・下村（2020）, p.376-404

19）木村・下村（2020）, p.376-404

20）社会的学習理論の立場では、クライエントの遺伝的要因やこれまでの経験を含めた過去の学習経験の

影響で現在のキャリアに関する行動や意思決定に問題が発生していると考える。キャリアの問題とは

基本的に学習の問題である。しかし、これはシステマティックアプローチが想定する問題把握とは異

なるレベルのものである。

21）Savickas（2011）

22）森・黒澤（2002）
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